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Ⅰ 山形市地域包括支援センターの活動  
 

 １ 山形市地域包括支援センターの概要 

高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくことができるように、包括的

及び継続的な支援を行う地域包括ケアを実現するための中心的役割を担う機関として、山形市で

は、高齢者人口や地域特性等を考慮し、市内を１４の圏域に分け、各圏域に「地域包括支援センター」

を設置している。 
山形市では、包括的支援事業業務委託により実施しており、地域包括支援センターは山形市から

の委託を受けた社会福祉法人や医療法人が設置運営している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

済生会なでしこ地域包括支援センター  地域包括支援センター大森 

社会福祉法人恩賜財団済生会支部山形県済生会  社会福祉法人山形 

所在地 山形市長町７５１  所在地 山形市大字大森２１３９－１ 

担当地区 出羽、大郷、明治、千歳  担当地区 楯山、高瀬、山寺 

圏域人口 20,854 高齢化率 34.5  圏域人口 8,266 高齢化率 42.3 

高齢者人口 7,197   高齢者人口 3,495  

       

地域包括支援センター敬寿会  たきやま地域包括支援センター 

社会福祉法人敬寿会  社会福祉法人山形市社会福祉事業団 

所在地 山形市五十鈴３－６－１７  所在地 山形市大字岩波５ 

担当地区 鈴川  担当地区 滝山 

圏域人口 17,796 高齢化率 30.2  圏域人口 22,440 高齢化率 28.1 

高齢者人口 5,382   高齢者人口 6,314  

 

地域包括支援センターふれあい  山形西部地域包括支援センター 

医療法人社団悠愛会  社会福祉法人山形市社会福祉事業団 

所在地 山形市桜田西４－１－１４  所在地 山形市すげさわの丘４６ 

担当地区 第六  担当地区 
南山形、本沢、大曽根、 

西山形、村木沢 

圏域人口 13,109 高齢化率 30.5  圏域人口 17,272 高齢化率 33.6 

高齢者人口 4,002   高齢者人口 5,806  

センター配置場所 

及び圏域内高齢者数 

なでしこ 

金井 

霞城北部 

霞城西部 

 
さくら 愛らんど 

大森 

かがやき 

敬寿会 

蔵王 

山形西部 

たきやま 

南沼原 

ふれあい 

（単位…人口：人、高齢化率：％） 
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篠田好生会さくら地域包括支援センター  地域包括支援センターかがやき 

医療法人篠田好生会  社会医療法人松柏会 

所在地 山形市桜町２－６８  所在地 山形市旅篭町１－７－２３ 

担当地区 第一、第二  担当地区 第三、第四、第九 

圏域人口 14,332 高齢化率 31.4  圏域人口 20,644 高齢化率 29.6 

高齢者人口 4,494   高齢者人口 6,110  

         

山形市社会福祉協議会霞城北部地域包括支援センター  山形市社会福祉協議会霞城西部地域包括支援センター 

社会福祉法人山形市社会福祉協議会  社会福祉法人山形市社会福祉協議会 

所在地 山形市城西町２－２－２２  所在地 山形市城西町２－２－２２ 

担当地区 第七  担当地区 第十、飯塚、椹沢 

圏域人口 14,954 高齢化率 30.1  圏域人口 14,914 高齢化率 32.1 

高齢者人口 4,501   高齢者人口 4,786  

         

蔵王地域包括支援センター  済生会愛らんど地域包括支援センター 

社会福祉法人妙光福祉会  社会福祉法人恩賜財団済生会支部山形県済生会 

所在地 山形市蔵王半郷石高７９－７  所在地 山形市妙見寺４番地 

担当地区 蔵王  担当地区 第五、第八、東沢 

圏域人口 16,014 高齢化率 33.2  圏域人口 20,953 高齢化率 30.3 

高齢者人口 5,324   高齢者人口 6,352  

         

南沼原地域包括支援センター  金井地域包括支援センター 

社会福祉法人山形公和会  社会福祉法人山形市社会福祉協議会 

所在地 山形市沼木１１２９－１  所在地 山形市陣場９０３ 

担当地区 南沼原  担当地区 金井 

圏域人口 17,175 高齢化率 29.7  圏域人口 15,331 高齢化率 29.9 

高齢者人口 5,102   高齢者人口 4,579  

       

基幹型地域包括支援センター  山形市 

社会福祉法人山形市社会福祉協議会  人口 234,054 高齢化率 31.4 

所在地 山形市城西町２－２－２２  高齢者人口 73,444  

担当地区     

圏域人口  高齢化率       

高齢者人口       

R7.4.1 現在 

※担当地区を持たない 
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２ 地域包括支援センター 経営者会議 

【開催目的】 

     地域包括支援センターの運営方針や予算・人員体制に関わる事項、制度改正に伴う説明、高齢者

保健福祉計画の共有などについて協議する。 

【参加者】 

 各地域包括支援センター受託法人代表者、基幹型地域包括支援センター、山形市長寿支援課・

介護保険課・指導監査課 

【令和６年度の開催】 

開催日 報告・協議内容等 

第１回 

６月２８日 

・地域包括支援センターの相談実績等について 

・介護保険事業等の実施状況について 

・地域包括支援センターの活動について 

・各センターの職員配置状況について 

・指定介護予防支援事業の状況について 

・外部会議への委員選出について 

・令和６年度地域包括支援センター評価事業について 

・令和６年度保険者機能強化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交付

金の評価結果と今後の取組について 

第２回 

９月２７日 

・地域包括支援センターの相談実績等について 

・介護保険事業等の実施状況について 

・令和６年度地域包括支援センター運営状況調査（自己評価）結果について 

・介護モデル再構築事業について 

・地域包括支援センターの収支状況及び基本委託料の検討について 

・地域包括支援センターの時短勤務（労働基準法に基づく育児時間）について 

・自立支援型地域ケア会議の会議の見直しについて 

・令和６年度山形市高齢者及び障がい者雪かき等支援事業について（資料の

み配付） 

第３回 

１月３０日 

・町内会等が属する地区の変更に伴う地域包括支援センターの担当圏域の変

更について 

・令和６年度第２回山形市地域包括ケア推進協議会での意見等について 

・山形市高齢者保健福祉計画（第９期介護保険事業計画）に関する住民懇談会

の実施結果について 

・令和７年度地域包括支援センターの運営について 

・地域包括支援センター運営方針（令和６年度～令和８年度）の一部変更につ

いて 

・高齢者の個別避難計画作成における今後の取組について 

・地域包括支援センターの相談実績等について 

・介護保険事業等の実施状況について 

・地域包括支援センター（指定介護予防支援事業）に係る条例改正について 

・地域包括支援センターの時短勤務（労働基準法に基づく育児時間）について 

 

３ 地域包括支援センター センター長会議 

【開催目的】 

制度の周知と方針の共有、地域包括支援センターの共通課題についての検討、山形市からの情
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報共有などを行う。 

【参加者】 

    各地域包括支援センター長、基幹型地域包括支援センター、山形市長寿支援課・介護保険課・指

導監査課 

【令和６年度の開催】 

開催日 報告・協議内容等 

第１回 

４月１１日 

・長寿支援課・介護保険課・指導監査課の業務体制及び地域包括支援センター等の職員体 

制について 

・令和６年度地域包括支援センター長会議等の開催予定について 

・令和６年度長寿支援課主催の研修会等の開催日程について 

・山形市による介護保険以外の生活支援サービスについて 

・令和６年度介護予防教室等の予定について 

・介護予防支援事業について 

・山形市高齢者保健福祉計画（第９期介護保険事業計画）に関する住民懇談会について 

第２回 

１１月２２日 

・地域包括支援センターの相談実績等について 

・介護保険事業等の実施状況について 

・介護保険法施行規則の改正に伴う地域包括支援センター（指定介護予防支援事業）運営

及び業務に係る変更点について 

・高齢者の個別避難計画作成における今後の取組について 

・地域包括支援センター業務の実施状況に係るヒアリングの結果について 

第３回 

３月２１日 

・令和７年度地域包括支援センターの運営に係る変更点について 

・令和６年度山形市地域ケア調整会議での協議内容等について 

・山形市ケアマネジメントに関する基本方針の修正及びケアマネジャーへの周知方法につい

て 

・地域包括支援センターの相談実績等について 

・介護保険事業の実施状況について  

 

４  地域包括支援センター ブロック情報交換会 

【開催目的】 

     地域包括支援センター業務の円滑な遂行のために、３ブロック(北東、中央、南西)に分かれ、日常

的な情報共有、業務上の課題の共有などを行った。地域包括支援センターが主体となり、各ブロッ

ク随時開催した。 

 

５  機能別部会活動 

【開催目的】 

     地域包括支援センターの４つの機能(総合相談、権利擁護、包括的・継続的ケアマネジメント、介護

予防ケアマネジメント業務)を向上・推進するために開催した。地域包括支援センターの業務上の

課題について、専門性に基づき分析し、解決に向けた取組みを行った。 
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【令和６年度の実施状況】 

名称 主な取り組み 

総合相談部

会 

ネットワーク連絡会のあり方、住宅改修マニュアルやゴミ出し支援事業などについて各関係機関

と連携しながら協議をすすめた。また、市介護保険課、見守りネットワーク及び障がい分野にお

ける連携のためのワーキングによる活動など、地域包括支援センター職員のスキルアップや他機

関との連携に向けた取り組みを行った。 

権利擁護部

会 

「支援者不在ケース」を課題として設定、“社会資源ハンドブックの内容更新”“保証人不在時の

住居確保”の作業班を編成して活動を行った。市住宅政策課・居住支援法人によるミニ講座を

開催し居住支援に関する理解を深めた。また、病院の医療 MSW との情報交換を開催し、多機

関による連携対応の必要性を共有した。 

包括的・継続的

ケアマネジメ

ント部会 

薬局とのワーキンググループ活動に継続参加し関係性構築・連携につなげた。山形市ケアマネ

ジメント基本方針について居宅介護支援事業所連絡会と意見交換を行った。部会開催の都度、

意見・情報交換を実施し、課題の整理や部会として今後実施できそうなこと等を検討した。ま

た、主任ケアマネ交流会開催し、主任介護支援専門員としてのレベルアップを図った 

介護予防ケ

アマネジメン

ト部会 

部会メンバーが共通で取り組みたいと考えていることや疑問に感じている事柄についてのワー

キンググループ活動を継続し（フレイル予防のチラシ配布、フレイル周知のための媒体作製、介

護予防ケアプラン作成のヒント集）、意見・情報交換を通じて、課題の整理や部会として今後取り

組んでいくこと等を検討した。 

 

６  自立支援型地域ケア会議 

【開催目的】 

     高齢者の自立支援に資するケアマネジメントの支援や高齢者の QOL の向上、介護給付の適正化

の取り組みに資することにより、医療・介護・住まい・生活支援等が一体的に提供される地域包括

ケアシステム構築の実現を目指すために開催した。 

    また、会議を通して、地域包括支援センター及び居宅介護支援事業所の介護支援専門員のスキル

アップを図るとともに、検討事例を積み重ねることにより地域課題の把握につなげた。 

    また、会議から見える地域課題の整理を行った。 

【参加者】 

・コーディネーター：長寿支援課・介護保険課職員 

・事例提供者：地域包括支援センター職員、居宅介護支援事業所職員、小規模多機型居宅介護

事業所職員、看護小規模多機能型居宅介護事業所職員 

・助言者：薬剤師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、歯科衛生士 

・生活支援コーディネーター 

【令和６年度の開催】 

市主催：１４回開催（２８事例） 地域包括支援センター主催：２７回開催（５３事例） 

 

７  地域ケア調整会議 

【開催目的】 

  包括的支援事業を担う多機関が把握・整理した地域課題のうち、多機関で共有して協議・対応す

べき課題について、解決に向けた方向性と役割分担等を協議し、一定の方向付けを行った。 

【参加者】 

各機能別部会代表者、介護保険事業所、多機関協働支援センター、おれんじサポートチーム、

在宅医療・介護連携室ポピー、生活支援コーディネーター、基幹型地域包括支援センター、山形市

長寿支援課・介護保険課 

【令和６年度の開催】 

３回（８/２３、１１/２８、２/２１） 
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Ⅱ 各地域包括支援センターの活動  
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１ 済生会なでしこ地域包括支援センター 

 

 ◇ ネットワーク連絡会 

開催日 内容 

明治 8 月 9 日 
出羽 8 月 24 日 
大郷 8 月 29 日 
千歳 9 月 1 日 

・山形市より第 9 期介護保険事業計画の概要と地区別調査結果等の説明 

・地域包括支援センターや生活支援コーディネーター等より、今後の地区に

おける取り組みの報告 

・住民懇談会 

 ◇ 個別地域ケア会議 11 回  ◇ 自立支援型地域ケア会議 ４回 

 ◇ センターだよりの発行 4 回 

 ◇ 関係機関会議・行事等への参加 

内容 千歳地区 出羽地区 明治地区 大郷地区 

民生委員児童委員定例会 5 回 ４回 ４回  

福祉推進会議 １回 １回  1 回 

福祉協力員研修会 １回 １回 １回 1 回 

その他 

・文化祭 ・委嘱状交付式 ・福祉まつり 

・文化祭 

・福祉マップ 

 更新研修 

・委嘱状交付式 

・総会 ・文化祭 

 

 

 ◇ 高齢者虐待相談（困難事例含む）への対応・支援者間会議  20 件 

 ◇ 消費者被害防止啓発・周知活動（おたより配布・サロン参加）  ３件 

 

 

 ◇ 居宅介護支援事業所等研修会  1 回       ◇ 居宅管理者交流会  １回 

 ◇ 地域密着型サービス事業所運営推進会議 14 回 ◇ 生活担い手養成講座 ３回 

   ◇ 介護支援専門員に対する個別支援  19 件 

 

 

 ◇ 通所型サービス B（ひとあひ処「合」）定例会等継続支援 13 回 

 ◇ 介護予防教室開催（ながいき元気くらぶ）   5 回  ◇ 通いの場継続支援 40 回 

 ◇ けあらーずカフェ開催（介護者支援交流会） 1 回 ◇ 出前講座等の開催 10 回 

 ◇ 人生会議・在宅療養普及啓発活動  3 回 

 

 

 ◇ 認知症サポーター養成講座開催  2 回  ◇ 認知症カフェ継続支援 

 ◇ 医療機関との事例検討会 

総合相談業務1 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

介 護 予 防 の取 り組 み ４ 

認 知 症 施 策 への取 り組 み ５ 
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紹介したい取り組み   

 

事業名 居宅介護支援事業所等研修会 

事業の目的 
 介護支援専門員相互のネットワークを作り、情報交換等により他機関連

携・協働して効果的な支援に取り組めるようにする。 

事業概要 

 

 令和 6 年 11 月 13 日千歳コミュニティセンターにて、「居宅介護支援事業

所等研修会」を開催した。当包括圏域内と委託事業所を含む居宅介護支援

事業所、小規模多機能 14 事業所のケアマネジャー28 名から参加があった。 

 研修の前半は地域のまちづくりに携わる山形市社会福祉協議会生活支援

コーディネーターより、具体的な地域活動や取り組みなどの社会資源につ

いて紹介してもらい、後半のグループワークでは「こんな社会資源、あっ

たらいいな」「今後のケアマネジメントに活かせること」をテーマに活発な

意見交換が行われた。 

成果または感想 

 生活支援コーディネーターから実際に行われている活動事例「担い手養成

講座」から立ち上がった「子ども食堂」や、空き家を活用した高齢者の居

場所等の紹介があり、地域住民で困りごとを支援しあうしくみを学ぶこと

ができた。ニーズ把握票の記入も行い、話し相手、服薬支援の充実、移動

支援の必要性、趣味活動を続けたいという希望等、ケアマネジャーが感じ

る高齢者の困りごとや必要な支援の内容の情報共有ができ、充実した研修

会となった。 

  

事業名 けあらーずカフェながまち（介護者交流のつどい） 

事業の目的 

 介護者が悩みを抱え孤立することなく、お互いの思いや悩みを共有し、医

療や福祉専門職などへ気軽に相談し、知識の習得やつながりが持てるよう

にする。 

事業概要  令和 6 年 10 月 31 日千歳コミュニティセンターにて、特別養護老人ホー

ムながまち荘との共催で介護者交流のつどい『けあらーずカフェながまち』

を開催した。株式会社ヤクルトさんからの講演や、ミュージックフィット

ネスで骨盤底筋を鍛える体操をしたり歌を歌ったりし、また同じ経験を持

つ人同士の介護経験談、苦労話、思いを共有しつながることが出来た。 

 

成果または感想 

 生活支援コーディネーター、済生病院 MSW も含む 30 名の参加があり、

介護をしたことがない方も自分の立場に置き換え、たくさんの学びがあっ

たという感想をいただいた。専門職に助言をもらうというよりも今の自分

を受け入れてほしい、認めてほしいという感情があふれ、頑張っているね

とお互いを労い、認め合い、励ましあった。和気あいあいとした雰囲気で

話が盛り上がり、今後も開催を希望する声が多かった。関係機関の方々と

も協働し、地域のネットワークが活性化される活動にしていきたい。 
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２ 地域包括支援センター大森 活動報告        

 
  

◇ 地区会議・行事への参加 

高瀬地区：高齢者支援連絡会、地域福祉推進会議、福祉協力員研修会 

楯山地区：合同研修会、買い物支援打合せ、福祉協力員研修会 

山寺地区：福祉協力員研修会、地区社会福祉協議会全体会議 

そ の 他：各地区三者懇談会参加  25 回 

 

◇ 地区役員定例会への参加 35 回 

 
◇ センターだよりの発行  5 回 

 
                                 

◇ 虐待案件対応  2 件 

◇ 生活困窮等の対応   1 件 

◇ 認知症サポーター養成講座  2 回 

 
 

◇ 圏域内介護支援専門員連絡会  2 回 

・訪問看護についてや BCP について情報共有 ・近況や困りごとの共有 

     

◇ 介護支援専門員への個別支援  1 回 

 
 

◇ 高瀬地区いきいき百歳体操継続支援  

百歳体操開催時に山形市長寿支援課予防推進係と共に体力測定の

実施や、健康講座を開催した。10 月には音楽療法を実施した。 

 

◇ 山寺地区いきいき百歳体操継続支援 

10 月～12 月 山形市長寿支援課予防推進係にご協力いただ

き、運動・栄養・認知症について百歳体操の実施に合わせ、健康

講座を開催した。 

 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

楯山・高瀬・山寺 

-9-



紹介したい取り組み 

◇中里地区認知症予防教室の後方支援 

◇看護学生実習受け入れ 

 地域在宅看護論の実習の他、在宅看護連携実習、総合看護学実習、地域看護診断の実習

など数多くの看護学生の実習受け入れを行った。コロナが 5 類へ移行したことをうけ、

今年度はサロンや住民主体の通いの場などにも参加させていただき、住民の方々と交流す

る機会をもつことができた。 

 

  

 

 

事業名 安孫子内科医院 安孫子明彦医師による講話 

事業の目的 
大森圏域には開業医が少ないため、身近にある医院の先生と繋がりを持つこ

とにより、相談しやすい関係作りや健康意識の向上につながる。 

事業概要 

令和 6 年 10 月 10 日 18 時～19 時 楯山なかま館にて。 

地域のかかりつけ医として訪問診療も行う安孫子明彦医師から地域住民に

向けて健康講座を行っていただいた。地域包括支援センター主催で開催し

た。安孫子医師からは、今後介護が必要となる疾患についてのお話や平均寿

命、健康寿命について等、幅広い情報をわかりやすくお話していただいた。

総務省調べの山形市の消費ランキングなど、地域の特性などのお話も交えな

がら、興味を惹かれる内容だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果または感想 

20 名ほどの住民の方にご参加いただいた。参加してくださった方々から

は、「初めて知った。」「とてもわかりやすかった。」などのお声を頂き、大変

好評だった。今回安孫子医師と住民の方が直接お話する機会を持つことがで

き、大変有意義な時間になった。今後は、大森圏域の他の医院の先生にもお

声がけをして、地域住民の方とお話する機会を提供できればと考えている。 
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３ 地域包括支援センター敬寿会 

 
 
 

◇ ネットワーク連絡会 

開催日 主な議題 

3 月 13 日 令和 6 年度の活動報告、次年度に向けて 

 
◇ いきいきサロン等への参加        12 回 

◇ 地区役員定例会への参加   25 回 

◇ 地区行事への参加 

  鈴川地区社会福祉協議会常任理事会 ・鈴川地区民生委員児童委員定例会 ・鈴川地区福

祉協力員研修会 ・鈴川地区地域福祉推進会議 ・鈴川地区戦没者慰霊祭 ・鈴川地区調

剤薬局との交流会 ・高齢者いきいき交流会 ・鈴川交流センター消防訓練 ・鈴川こと

ぶき荘ボランティア養成講座 ・大野目第一町内会高齢者の集い ・大野目連合町内会高

齢者の集い ・垂松いきいき百歳体操 ・高砂会カラオケ愛好会 ・表宿いきいきサロ

ン ・大野目いきいきさくら会 ・白山サロン ・川原宿いきいきサロン ・三者懇談会

（印役連合町内会、西ブロック、表宿第一町内）  

     ◇ 鈴川おれんじカフェの開催    12 回 

◇ センターだよりの発行  ４回 

 

 

 

◇消費者被害防止啓発活動       ４回 

◇倫理及び法令順守研修講師       1 回  

◇高齢者虐待防止啓発チラシ作成（多機関連携 WG、権利擁護部会活動） 

 

 
 

◇個別支援型地域ケア会議       ６回 

◇介護支援専門員への個別支援  １２回 

◇居宅介護事業所介護支援専門員 事例検討会   １回  

 

 
 

◇いきいき百歳体操              毎週火曜日 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

総 合 相 談 業 務  1 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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紹介したい取り組み  

◇介護予防教室～健康講話～          ６回          

◇出前講座(健康講話)             ７回 

◇認知症サポーター養成講座           1 回 

◇ヒアリングフレイル周知啓発            １回 

◇一般介護予防事業普及啓発        １回 

 

 

事業名 認知症徘徊高齢者声掛け訓練 

事業の目的 

認知症等を理由に、所在不明となり警察に保護される事案が発生している。より

早期の発見・保護で介護者の不安を軽減するためには、地域住民による日頃の見

守り・声掛けが必要。 

そこで、認知症等の徘徊行為を理解し、困っている人を見かけたら声を掛け合え

る認知症の人にやさしい地域つくりを目的として、認知症高齢者声掛け訓練を実

施する。 

事業概要 

対象者：民生児童委員 

協力：東部交番 鈴川敬寿園、グループホーム鈴川、ｿｰﾚｹｱｾﾝﾀｰ花楯、おれんじ

サポートチームえがお 

講話：徘徊のメカニズム 

事例：早朝パジャマ・サンダル履きでウロウロしている男性 

   夕方ゴミ袋を持って困っている女性 

   早朝公園のベンチで座り込んでいる女性 

実践：介護施設職員より認知症高齢

者役をしていただき、実際に

声掛けたり、模擬的に110番

通報を行う。  

声掛け実践終了後グループワ

ークを行い、感想やお互いの

声掛けの良かったところを話

し合う。認知症役の職員から

は声をかけられてどうだった

か感想を伺った。                    

成果または感想 

高齢者に声をかける機会の多い民生児童委員を対象としての開催だったため、実

際に声をかける時もそれぞれ日常的に行っている声のかけ方で実践していた印

象を受けた。認知症役の方からは、具体的に困った対応・良かった対応を伝えて

もらったことで、学びにつながった。東部交番より警察官に来ていただき、実際

困った時にはいつでも警察に連絡して良いと伝えていただいたことで、安心した

という声もあった。 
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４ たきやま地域包括支援センター 

 
 
 
   ◇ いきいきサロンや介護予防教室での相談対応 27 回 

◇ 地区役員定例会への参加   

民生児童委員協議会定例会 地区社会福祉協議会総会・幹事会 

我がごと丸ごと検討会 地区福祉協力員連絡会（総会・研修会） 

◇ 地区行事への参加 

福祉推進会議、介護予防の集い、福祉協力員研修会、三者懇談会、絆づくりの会 

◇ センターだよりの発行  4 回（全戸配布 1 回、回覧 3 回） 

 
 

◇ 成年後見制度申立支援  2 件 

◇ 権利擁護に関する周知啓発（成年後見制度、高齢者 

虐待防止、消費者被害防止等）２３回 

◇ 高齢者虐待の相談対応  1 件 

                            

 
 

◇ 介護支援専門員連絡会 9 回（居宅介護支援事業所 5 回、小規模多機能型居宅 

介護事業所４回） 

◇ 介護支援専門員への個別支援  3 回 

◇ 個別地域ケア会議  7 回 

◇ 認知症カフェ（ほっこりカフェ、ぽんぽんカフェ）  4 回 

 
 
 

◇ 認知症予防教室 3 回 

◇ 通いの場・サロン等の立ち上げ、継続支援 １４回 

◇ 介護予防に関する講話・周知啓発（サロン、介護予防講座、センター便り等） 25 回 

 

 

 

 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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紹介したい取り組み  

紹介したい取り組み  

 

事業名 松山町内会認知症予防教室 

事業の目的 
高齢者の認知症予防と理解促進 

事業所や専門職と地域がつながる機会をもつ 

事業概要 

おれんじサポートチームこころとの共催にて松山町内会で認知症予防教室

を開催。認知症予防と運動、栄養、口腔、社会参加について専門職より講話

いただく。これまで滝山コミュニティセンターを会場としていたが遠くて参

加できないと言った声もあり、参加者が少ない・サロンや通いの場がない等

の地区を対象に地域住民の身近な集会場にて実施した。 

 

成果または感想 

地区の集会場にて開催したことで初めての参加者が多かった。また、疑問

や心配事に細かく回答してもらい大変勉強になった、認知症予防の為に早め

に健康を意識した生活に取り組みたい等の声が聞かれた。今後とも多くの方

に認知症予防や理解を深められるような取り組みを継続したい。 

 

事業名 ふれあいカフェ ～平清水で「老い」を楽しむ～ 

事業の目的 
介護・フレイル・認知症予防の促進 

「老い」に対する前向きな意識の醸成 

事業概要 

 サロン主催、包括協力で「老い」を否定的に捉えず、将来の自分を具体的にイ

メージすると共に、認知症への理解を深め、現在の健康管理の動機付けとなる企

画を開催。トークタイムでは「私の若返り自慢」で盛り上がり後、「演じて気付

こう！認知症体験！！」のロールプレイを参加者全員が体験し、お茶飲みや歌の

時間で交流促進を図った。 

成果または感想 

 「老い」「認知症」と雰囲気が重くなりがちなテーマの為、開催にあたり躊躇

する場面もあったが、サロン運営の地域役員やコミュニティナースの参加住民に

対する働きかけでユーモアのあるあたたかな雰囲気の中で実施することができ

た。老いに対する前向きな意識と認知症の方を地域で見守る姿勢について共有す

ることができた。 
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５ 地域包括支援センターふれあい 

 
 

 

◇ ネットワーク連絡会開催 

開催日 主な議題 

6 月 1 日 

内容: 山形市の計画に沿って作成した令和 5 年度地域包括支援センターふれあいの

事業報告を行ない、そして令和６年度地域包括支援センターふれあいの事業計画に

ついて意見や助言をいただいた。各機関と打合せする機会になったことで事業をす

すめやすくしていく。 

共催: 第六地区社会福祉協議会・生活支援コーディネーター・ふれあい 

 

◇ いきいきサロン等への参加       59 回 

◇ 地区役員定例会等への参加        ２4 回 

（民生委員児童委員協議会定例会・第六地区社会福祉協議会事務局会議） 

◇ 地区行事への参加              １２回 

第六地区：地区社会福祉協議会総会（事業開催に向けた会議等にも参加）、福祉協力員研修会、 

老人クラブ総会、福祉推進会議、町内会総会、等 

◇ センターだよりの発行 ４回 

 

 

◇ 認知症カフェ（ふれあいほっとするカフェ）   8 回 

◇ 消費者被害防止啓発ボランティア交流会  １回 

 

 

◇ 介護支援専門員連絡会・情報交換会   4 回                

◇ 介護ふれあい交流会サポート  ９回      

◇ サービス事業所連絡会・地区貢献支援活動（移動支援） 7 回 

 

 

◇ ふれあい健康講座 （口腔、運動、栄養の一元化した健康講座 ２会場にて）  ６回 

◇ 通いの場継続支援 ( 1１カ所に巡回 ) ８７回  ◇ 通いの場立ち上げ支援  1 回 

◇ 出前講座（介護予防 認知症 栄養講話・・） １４回 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 
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紹介したい取り組み  紹介したい取り組み   

事業名 高校生への認知症サポーター養成講座 in 山形西高校 

事業の目的 

認知症の理解を深めることで行動範囲の広い高校生に地域の見守りボランティアの役割を

担ってもらい、また、今後介護を行う可能性の高い親世代へ「包括の周知」を行うことで、

介護離職防止など早期に相談ができる環境づくりのため 

事業概要 

圏域内にある３つの高校は以前から、地域と一緒に行うボランティア活動として毎年「除

雪ボランティア」を行っている。そこで、ボランティア活動を行っている際、また、登下

校の際に困っている方がいた際、高齢者であれば認知症の方に遭遇する可能性もある。そ

の中で、「高齢者や認知症について知らない」ことでボランティア活動での声がけや関わり

方に対して「恐怖や戸惑い」が生じて対応に悩むことも想定されたため、「認知症サポータ

ー養成講座」を SC とともに提案。また、包括支援センターの周知としても年４回のお便

りの配布や市作成のポスターの掲示依頼を行い、包括を知る世代が増えるよう働きかけた。 

成果または

感想 

昨年から、ボランティア活動を行うにあたって「地域包括支援センターの周知」として

センターのお便りを配布した。そこで、「高齢者や認知症」について知る機会として「認知

症サポーター養成講座」の開催を SC とともに提案し、今年度は山形西高校で除雪を行う

学生を対象に放課後に行えることになった。授業時間での開催は難しく時間的な制約もあ

ったため、事前アンケートにより学生の「認知症や高齢者のイメージ」を確認させてもら

った。高齢になると耳の機能が衰えるため『耳の聞こえにくい方（難聴）』に出会うことが

多いと考え、また、認知機能の低下は耳の聞こえと関係があるとも言われるため、「イヤー

マフを活用したコミュニケーション」を実際に体験してもらい、グループでどんな対応が

できるのか、してほしいことは何かなど話し合った。 

＊下記、体験及び受講後の感想の一部を紹介 

≪体験しての感想やお願いしたいこと≫ 

・口の動きがみえないと予測できず、マスクは外してほしい 

→ゆっくりはっきり話して欲しいと感じた。大きな声で話してくれたので聞きやすい。 

ハキハキ話すこと、ちゃんと顔を合わせて目を合わせて話すことが大切。 

・自分の声が聞こえているのか不安。思ったよりも聞こえたけど、水の中にいるようにこ

もっていたので聞きづらい 

≪講座を受講しての感想≫ 

・自分のおじいちゃんと話したときに大きな声になる理由がわかった。“高齢者や認知症は

弱い”、認知症に対して偏見を持ってしまっていたことに気がついた。 

・「認知症だから、障害があるから」という前に同じ人であり、同じことを思う人なので、

優しい言葉で人と接するあたり前のことを守って、支え合いたいと思った。認知症になる

と介護が大変などマイナスのイメージがあったけど、できるように手伝えばいいなど 

 

自分自身が「認知症」について偏見をもっていたことに気づいた、どのように接すれば

いいのかわかったなど、講座受講によるイメージの変化が伺えた。家族に伝える、自分自

身のこれからにつなげたいなど、それぞれが自分にできることを考えてくれた。１か月後

に学校側と反省会を実施し、来年度も放課後の時間であれば開催可能と前向きな返答いた

だくことができたので、内容や構成について改めて検討していきたいと思った。 

今後は、今年度開催した山形西高校の内容ややり方などを報告しながら、圏域内の他の高

校に対しても働きかけを続け、１年に１校ずつ認知症の理解や相談窓口である地域包括支

援センターを知る機会を設けられるようしたい。 
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令和６年度活動報告  

                     

６ 山形西部地域包括支援センター 

 
 

◇ 地域包括支援センターネットワーク連絡会 

開催日 地区 主な議題 

8/10,/23,/29, 
9/6,/7 

大曽根、南山形、
西山形 

村木沢、本沢 

第 9期山形市高齢者保健福祉計画に関する住民懇談会 

12／4 5 地区 ～高齢者の見守りについて（防災編）～ 

 

◇ いきいきサロン・通いの場への参加      ５３回 

◇ 民生委員定例会/我が事丸ごと相談会への参加/民生委員との個別情報交換 ４２回 

◇ 主な地区行事への参加 

  南山形：地区福祉推進会議、福祉協力員研修会、敬老会 

  本 沢：三者懇談会、福祉協力員研修会、福祉推進会議 

  西山形：福祉協力員研修会２回、はつらつ元気教室 2 回 

  村木沢：社会福祉部研修会３回、福祉推進会議 

  大曽根：福祉協力員研修会、文化の祭り、 

◇ 南山形百歳体操（健康講話）１０回、 福祉道場 打合含む ２回 

◇ 認知症サポーター養成講座  下谷柏サロン/大曽根保健衛生部/西山形小 

◇ 南山形商工会との合同研修会『認知症高齢者の見守りについて』 

◇ 百歳体操への参加 南山形/村木沢/大曽根/西山形にしにし会/双葉 計４０回 

   「オンラインで繋がろう！百歳体操発祥の地、高知の皆さんこんにちは！」 

◇ 本沢備える研修 打合わせ含む２回 

◇ 関係団体への研修会 ７回 

◇ 地域密着型運営推進会議 １6 回（GH1 ヵ所、認知デイ 1 ヵ所、小規模多機能２ヵ所） 

◇ 地域交流バス意見交換会（南部線 1 回、あじさいバス 2 回） 

◇ はつらつ生活出前相談の情報交換 （大曽根さわやか荘）６回 

◇ 西山形介護者サロン「いっぷぐ会」  ７回（公民館、集会所）   

◇ 認知症カフェ『カフェオキナグサ』6 回 

◇ 本沢地区元気もりもり応援隊活動支援  ２０回 

◇ センターだよりの発行      ４回 

◇ 人生会議「いっぷぐかーど」ポピーと内容見直し、広報６回（道の駅蔵王、市エントランス） 

   

 
◇ 成年後見制度の対応  ３件    ◇ 高齢者虐待等への対応 ２件 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 
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紹介したい取り組み  

◇ 困難事例の相談対応等   ３１件 

◇ 出前相談等（消費者被害等）   ５回 

    

 
 

◇ 個別地域ケア会議の開催      ５回    

◇ 圏域内居宅連絡会・幹事会     3 回・6 回    

◇ 介護支援専門員への個別支援      ６件       

◇ 自立支援型ケア会議      ３回（市 1 回 1 事例、包括 2 回 4 事例）      

◇ 本沢地区施設相談員情報交換会  ２回     

 

 

介護予防講座：西山形はつらつ元気教室（コミセン/地区共催）     ２回 

◇ いきいきサロン・通いの場（百歳体操）への参加   前述のとおり            

 

 

事業名 センター便り～考えてみませんか？貢献～特別対談企画 

事業の目的 

貢献について取り上げたきっかけは、ネットワーク連絡会で医師より

の話にあった「貢献寿命」でした。誰かの役に立つことはその個人と

社会の両方にメリットを持たせるものというものです。３号に渡り貢

献とは?を記載し（生活 CO よりも寄稿）、その最終回に長年地域住

民の為に活躍されているお二人から話を聞き、住民自ら何かをしてみ

たい！と思って頂けるよう企画しました。 

事業概要 

 

包括職員３名を含め、約１時間の対談でした。お二人ともタイプは

全く違う方ですが民生委員を歴任し、同じ時代を駆けてきた方です。

そして民生委員を辞めた今でも、各々の地域で住民の声に即した地域

活動を先導しています。まずはこれまでの地域との関わりについて話

を聞き、その社会背景も含めてお二人が考える貢献について改めてお

話を聞きました。 

 結論から言うとお二人とも貢献という意識ではなく、自身の生まれ

育った地域が好きで、ただただそれを盛り上げて次に繋げたいという

気持ちに溢れていました。その思いに付随する形で、自身の地域の声

を拾い実現していく。どこもそうですが、お二人が危惧しているのは

地域力の弱まりです。このお二人の強い思いを包括としてどう繋げて

いけばよいのか、対談企画のみでは非常にもったいなく、また限られ

た紙面では伝えきれたのかという気持ちもあります。 

成果または感想 

地域貢献について語るお二人の話に引き込まれたあっという間の

１時間でした。開口一番、「楽しく地域活動をやってますか？」と言

われたのも印象的です。何事も楽しくやらないと！と強調されてお

り、包括として楽しく地域の皆さんと一緒に様々な活動を行っていき

たいなと改めて感じました。 
 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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 - 23 - 

 

７ 篠田好生会さくら地域包括支援センター 

 
 

◇ ネットワーク連絡会 

 書面開催で相談実績、来年度の事業計画について報告 

◇ 地区ネットワーク連絡会 ※両地区住民懇談会と合同開催 

①山形市長寿支援課から山形市高齢者保健福祉計画（第 9 期介護保険事業計画）について説明 

②ニーズ調査から見えた地区の傾向を共有し、テーマに基づいてグループ協議を実施 

開催日 地区 主な議題 

９月 13 日 第一 テーマ「社会資源を活用してシニアが活躍できる第一地区へ」 

8 月 21 日 第二 
テーマ「地域でいつまでも元気で暮らしていくために」 

～介護予防、健康づくり、地域活動への参加から～ 

◇ 地域ケア会議（個別事例に関するもの）        6 回 

◇ いきいきサロンへの参加         34 回 

◇ 地区役員定例会への参加 83 回（民生委員協議会定例会 等） 

◇ 地区行事への参加 

第 一 地 区：正副会長会、地区社会福祉協議会理事会、地区社会福祉協議会総会、福祉協力員

研修会、福祉推進会議、福祉懇談会、いつまでもいきいき講座 

第 二 地 区：福祉協力員研修会、地域福祉推進会議、地区社会福祉協議会総会、地区社会福祉

協議会事業打ち合わせ会、高齢者と小学生のつどい 

◇ センターだよりの発行      ４回 

 
◇ 認知症サポーター養成講座の開催      ２回 

◇ 認知症カフェ                         6 回 

 

◇ 地域ケア会議の開催（ケアマネジャー支援に関するもの）        4 回 

◇ 圏域内居宅連絡会（医療機関/民生委員との情報交換会、事例検討会等） 3 回 

◇ 介護支援専門員への個別支援 31 件 

◇ チームわん・つー！情報交換カフェ（圏域内福祉関係等事業所の集まり）     4 回 

 

◇ すこだま元気塾                                    4 回 

１回目と４回目に体力測定含めた身体機能の計測を実施。運動普及推進員とも連携してまち

なかウォーキング（史跡巡り）を行った。地区社会資源も紹介し、参加者が地域と繋がるこ

とも意識して対応。 

 総合相談業務 1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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 - 24 - 

紹介したい取り組み    

事業名 三者懇談会開催の促進（第一地区） 

事業の目的 

 

地域を支える町内会役員が見守りや支援が必要な世帯状況を把握し、日常的な支援や緊急時の

支援体制の検討に繋げる。 

事業概要 

以前から、数地区を担当する民生委員が自分の居住地区以外の状況や情報を掴めないという地

域課題あり。地域づくりの観点から三者懇談会について情報提供を実施し開催に向けた働きか

けを行ってきたが、中々開催に結びつかなかった経緯がある。ネットワーク連絡会やその他研

修会のアンケートでは補助金制度創設を求める声があったことを地区社会福祉協議会と共有。

補助金創設に向けた働きかけを実施。 

成果または感想 

地域づくりに向けて地区社会福祉協議会と対応をすり合わせた結果、今年度から市社協の補助

金を財源にして三者懇談会に対する補助金制度が創設された。それにより、三者懇談会開催の

開催件数がほぼない状況から 14 件に増加。また、ネットワーク連絡会のグループワークで世帯

数が少ない町内では 3 町内合同での三者懇談会開催を検討し実施に至った。その状況から仕組

みを作るために補助金制度導入が効果的だったことを感じた。三者懇談会には地域包括支援セ

ンター、生活支援コーディネーターも参加させてもらえるよう各文書へ記載し、機会を捉えて

広報しているがまだまだ依頼は少ない。地区の方と地域課題を共有して地域づくりを推進して

いけるよう、今後も地域住民への働きかけを継続していく。 

 

事業名 第二地区ネットワーク連絡会  

事業の目的 第二地区住民が社会資源（圏域内事業所）と繋がり、社会参加の促進を目指す。 

事業概要 

住民懇談会、地域福祉推進会議と合同開催したネットワーク連絡会では、ニーズ調査の傾向を

基に「より多くの人が第二地区の社会資源と繋がり、社会参加できるようになるにはどうする

といいか？」というテーマでグループ協議を実施。グループには参加住民の町内と近い事業所

を配置して、地域の課題や一緒にできそうなことなど協議してもらう形で運営。 

成果または感想 

・薬局と同町内住民の協議から、薬局を会場として月 1 回をサロン開催（薬局主催） 

・「場所がない」という課題を抱えていた町内が、ラジオ体操で活用している通りにテントを 

設置し、屋外サロンを開催。薬局がミニ講話の講師として協力。 

・第二地区主催「高齢者と小学生のつどい」での健康講話の対応を薬局と連携。薬局が準備し

た機器を活用し身体測定エリアを設営して健康相談対応を実施。また、会場装飾として障害

福祉事業所に作品展示を依頼。 

 日頃からチームわん・つー！で事業所が地区に対して可能な対応を整理し、それを表にして

グループ協議の際に地区住民と共有。グループで顔が見える関係として繋がったことで、地

区住民と事業所の繋がりを促進できたのではないかと感じている。今後も地区住民が社会資

源をしり、社会参加が促されるように工夫していきたい。 
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８ 地域包括支援センターかがやき 

 

 

◇ ネットワーク連絡会    

開催日 主な議題 

9/20 
第四地区ネットワーク連絡会 認知症サポートブック 山形市の認知症施策について 

（地域福祉懇談会共催）第９期高齢者保健福祉計画懇談会 

11/2 
第三地区ネットワーク連絡会 認知症サポートブック 山形市の認知症施策について 

第９期高齢者保健福祉計画（第 9 期介護保険事業計画）懇談会 

12/14 
第四地区ネットワーク連絡会 認知症サポートブック 山形市の認知症施策について 

（地域福祉懇談会共催）第９期高齢者保健福祉計画（第 9 期介護保険事業計画）懇談会 

2/4 第九地区ネットワーク連絡会（地区防災研修・福祉懇談会共催） 

3/12 

圏域ネットワーク連絡会 （書面） 

① 令和５年度地域包括支援センターかがやき事業 中間報告について 

② 令和６年度地域包括支援センターかがやき事業計画の策定について 

◇ 地区役員定例会への参加   20 回 

◇ 地区行事への参加（一部のみ記載）福祉協力員連絡会・研修会、地区社会福祉協評議員会総会、

地域福祉推進会議、さんさんカフェ運営委員会 多数 

◇ センターだよりの発行   ４回 （4 月・７月・１０月・１月発行） 

 

 

 

◇虐待防止に関する住民への周知を図るため、広報誌に「虐待発見チェックリスト」を掲載した。

◇ 権利擁護相談 ３７件、（延べ件数３８件、新規相談受付分のみカウント） 

 項目/ 地区 第３地区 第４地区 第９地区 その他 不明 延べ件数 

後見関係 6 2 0 0 0 8 

虐待関係 2 2 4 1 0 9 

生活困窮等 10 4 5 1 0 20 

その他 0 0 0 0 0 0 

計 18 8 9 2 0 37 

実相談件数 37 件。後見関係 8 件、虐待関係 9 件、生活困窮関係 20 件、その他延べ０件。 

昨年増加した生活保護・生活困窮にかかわる相談件数がさらに増加しているが、権利擁護を含む相談と

してはほぼ横ばいで推移している。相談経路については、他支援機関からの相談も増えており重層的支

援体制の充実が進んできていると言える。65 歳未満の方の相談が延べ 19 件あり、年齢を問わず対応

しているが、支援を必要とする方の早期発見、早期介入できる事により防げる課題も多く、予防的関わ

りが重要と言える。複合的課題については他機関連携が必須であり、包括としてその一端を担うべくネ

ットワークの拡充に努めたい。年々増加している身寄りのない方の支援も増えている。件数には含まな

いが、離れている家族に連絡がつかない、警察からの相談等による包括への安否確認の相談は 17 件 

8050 問題と言われる相談が２件 仕事と介護の両立について 1 件の相談をうけている。 

総 合 相 談 業 務  
1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 
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◇  地域ケア会議の開催（ケアマネジャー支援に関するもの） １０ 回 

◇  圏域内介護支援専門員連絡会  ２回（連絡会・研修会） 

◇ 圏域内居宅、小規模事業所管理者懇談会 2 回  

◇ 幹事会 4 回 

介護支援専門員研修会 個別支援（介護支援専門員からの相談対応） 

第 1 回圏域内介護支援専門員研修会    

防災とケアマネについて  

※6/21 防災アドバイサー打合せ 参加 36 名 

・第 2 回圏域内介護支援専門員研修会     

ケアマネと病院連携室との連携について   

※1/14 ポピー打ち合わせ    参加 24 名 

※ケアマネ向けの様々な研修が増えている中、幹

事を中心として圏域内ケアマネの要望に沿った内

容での研修を企画実施。アンケートでは概ね好評

となっており、ケアマネの資質向上につながって

いると考える。 

・ケアマネからの個別相談は 10 件寄せられた。包

括支援センターと連携のうえチームでかかわる意

識が高まり、気軽に相談できる環境が整ってきたこ

とも影響していると思われる。 

 

 

 

 

「住民主体の通いの場」については、長寿支援課予防推進係及び生活支援コーディネーター等の協力を

得て、立上げ支援や継続支援等を行なった。開催場所として、地域内の介護事業所などに場所の提供を

お願いしている。住民が主体となって運営が継続的に行われており、参加者同士の関係性の深まりとと

もに生活支援等の互助も進んできている。    

◇ 介護予防教室  述べ 17２名参加   

＜紹介したい取り組み＞ 

◇O-60 モンテディオやまびこ in 山形市  

圏域内 60 歳以上の高齢者を対象とした介護予防教室。32 名が参加。フリーアナウンサー、モンテ

ディオ山形クラブコミュニケーターが講師となり声を出すことによる心身への効果などの講義の他、顔

の体操、呼吸法、発声法、脳トレーニングを意識した滑舌を鍛えるトレーニング等を行った。   

◇「フレイル予防を学ぼう」講座（全３回＋ステップアップ講座）北部公民館   

10、11 月に（全３回＋ステップアップ講座）以下の講座を実施し、延べ 140 名参加。聴こえのフ

レイルについての内容も新たに追加。圏域内の一般の方を対象に広く参加者を募る従来通りの方式で開

催。昨年度までに同講座を修了した住民が 「フレイルサポーター」として一緒に受講するだけでなく

講座運営の協力やフレイルチェック方法の指導等、主体的に取り組んでいいただいた。 

「フレイルって何だろう？」 「聴こえのフレイルについて」 「栄養と健康について」 「口腔につ

いて」 「運動について」 「社会参加について」 「ステップアップ講座 調理実習」 

 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  
３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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９ 山形市社会福祉協議会 

霞城北部地域包括支援センター  
 
                      担当地区 

                       第七 

 
◇ ネットワーク連絡会 

開催日 主な議題 

９月１９日 ・第 9 期介護保険事業計画説明会及び懇談会 

３月５日 
・令和６年度活動実績と内容報告 

・来年度の取り組みについて 

 

◇ 地区行事・会議への参加 

福祉協力員ブロック代表者会議、地区社協評議員会、福祉協力員研修会、 

三者懇談会、第七地区健康推進事業、地域福祉推進会議、サロンスタッフのサロン 

◇ センターだよりの発行  ３回           

・65 歳以上高齢者宅全戸配布 

・公民館・金融機関・医療機関・歯科医院・薬局・交番・介護保険事業所に配布 

◇  サロン等への訪問     ３０回 

 

 

◇  男性介護者サロン      ２回 

◇ 清水町認知症カフェ     ３回 

◇  成年後見制度申立支援  １回 
   

 

 

◇ 介護支援専門員への個別支援  １２回   

◇ 地域ケア会議（個別事例に関するもの）１１回   

 

 

◇ 介護予防講座、サロンでの講話等  ２７回 

 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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紹介したい取り組み  
 

 
 
 

事業名 清水町認知症カフェ立ち上げ支援 

事業の目的 

認知症の当事者、家族が気兼ねなく集い、情報交換や心安らぐ場を作る。認知

症高齢者を理解し、見守り支えあい、安心して暮らせるよう住民同士の助け合

う活動を活性化させる。 

事業概要 

第七地区にある清水町住民の有志から、町内に認知症カフェを立ち上げた

いと相談をいただき、おれんじサポートチームえがおと共に、立ち上げ支援を

開始。令和６年 12 月に認知症サポーター養成講座開催をスタートとし、以降

月に 1 回開催をしている。 

第七地区においては、健康や認知症予防への関心が高い傾向にある為、これま

でも各種介護予防講座、福祉協力員研修会、各町内サロンでの講話等を通じ、

認知症への理解を深める取り組みを実施してきたが、共生への取り組みとい

う点においては、なかなか進まない現状もあった。認知症カフェの紹介も令和

元年、令和５年とネットワーク交流会において取り上げてきたところ。令和元

年の開催では、「まずは予防が大事」「認知症にはなりたくない」といった感想

が大半だった。令和 5 年の開催では「家族の負担も大きいので、気持ちをは

き出せる場所、共有できる場所は必要」「第七地区にまだ認知症カフェがない

ことさえ知らなかった」など前回より傾向が違う感想も聞かれた。認知症カフ

ェ立ち上げ支援が具体的になったのは、令和 6 年 9 月、認知症市民セミナー

に参加した清水町住民有志から、自分の町内でもやってみたいとの相談があ

ったのがはじまりである。 
 

成果または感想 

認知症サポーター養成講座開催と、その後２回の認知症カフェ開催を通じ、毎

回２０人弱の参加人数で賑やかに開催している。認知症についての講話だけでな

く、音楽療法の講師を招き、講師手作りの楽器を全員で息を合わせて鳴らしたり、

またバレンタインデーに合わせて、各自が持ち寄ったプレゼントを交換したり

と、参加者の方からも意見を聞きながら、毎回内容を検討して行っている。 

清水町町内では、以前から「道路の渡り方が危ない」「グランドゴルフに参

加した人が自分の順番がわからなくなる」「コンビニに毎日のように同じ物を

買いに行く」など、町内でも認知症と思われる人が増えたことを、危惧してい

た。そのことについて「困った人だ」と捉えず、認知症の症状なのだから町内

でできることはないか考えてみようと、考えることが出来たことが、認知症カ

フェに至る分岐点となっている。 

今後の課題としては、認知症カフェに参加してほしい認知症本人とその家族の

参加がないこと、運営に携わる人材の確保、運営資金をどうしていくかなどが挙

げられる。長く続けていくためにも、あるものを工夫しながらなど、無理をせず

出来る範囲で行うことも重要と考えている。 

今回は清水町内に認知症カフェという形で、やさしく見守る地域の活動が芽生え

たが、それぞれの町内でそれぞれのやり方や形があって良いのではないだろう

か。そして誰もが多様な形で地域参加が出来るよう、地区ごとの強みを生かしな

がら、そして様々な機関とも連携しながら取り組んでいきたい。 
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１０ 山形市社会福祉協議会 

霞城西部地域包括支援センター 
 
 
 

◇ ネットワーク連絡会 

開催日 主な議題 

8 月 2 日 
椹沢地区山形市高齢者保健福祉計画住民懇談会及び地域福祉推進会議 

「いきいきといつまでも椹沢で暮らし続けるためにわたしができること」 

8 月 18 日 
飯塚地区山形市高齢者保健福祉計画住民懇談会 

「お互いさまで助け合うためにできること」 

8 月 23 日 

第十地区地域福祉推進会議及び山形市高齢者保健福祉計画 

「介護予防のためにこれから取り組みたいこと・こもりがちな人の外出を

多くするには・飲食する際きにかかること」 

2 月 19 日 
令和 6 年度活動状況報告 

「霞城西部と一緒に地域で取り組みたいこと」 

◇ いきいきサロン等への参加(100 歳体操) 42 回 

◇ 地区役員定例会への参加   59 回 

◇ 地区行事への参加     40 回                        

（第十地区）                                         

第十地区民協定例会、第十地区福祉協力員世話人代表者会議、第十地区福祉協力員世話人懇談

会、第十地区福祉協力員研修会、城西三区定例会、城西三区福祉部連絡会、認知症カフェ in や

よい、おれんじカフェ in 山商、第十地区福祉推進会議 

 （飯塚地区）                                      

飯塚地区民協定例会、飯塚三役会、飯塚地区評議委員会、飯塚地区福祉協力員研修会、飯塚地

区の交通課題を考える会、飯塚地区福祉推進会議  

   (椹沢地区)                                        

我がごと丸ごと地域づくり推進事業検討会、福祉協力員研修会、下椹沢地区三者懇談会、椹沢

健康まつり、椹沢児童遊戯健康器具利用説明会、椹沢地区文化祭、椹沢地区新春拡大常任理事

会 

◇ センターだよりの発行 2 回  

 
 

◇ 認知症カフェ 「おれんじミニカフェ in やよい」共催（2 回） 

「おれんじカフェ in 山商」共催（4 回） 

 
  

◇ 自立支援型地域ケア会議   6 回 ◇ 個別地域ケア会議   4 回  

 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 
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紹介したい取り組み  

 

◇ 出前講座（介護予防に関する内容）  17 回 

事業名 「腸の健康と美容講座」 

事業の目的 

全身の健康に関わりの深い腸の健康について学んでいただき、お肌の手入れやハ

ンドマッサージで五感を通して心と身体に働きかけ脳も活性化。体の内側と外側

からお元気になって頂く。 

事業概要 

山形ヤクルト販売株式会社の協力いただき、サロン単位で講座を開催。「腸能力

教室」では、腸や腸内細菌の働き、有用菌の増やし方や免疫力の高め方など、実

際に腸の長さを知る事の出来る模型などを用いて学んでいただいた。 

「美容講座」では、お肌のお手入れの仕方や自身で出来るハンドマッサージを教

えて頂き、プルプル肌体験をして頂き、精神面も若返っていただいた。 

成果または感想 

サロン単位での開催でアットホームな雰囲気の中、講師が 1 人 1 人に声をかけな

がら指導頂いた。「腸能力教室」では改めて腸の健康の大切さを理解され、今後の

食生活の参考となった。美容教室では男性の参加者もおり、普段はあまり意識し

ない美意識に関心を持っていただく機会となった。参加者の顔がいきいきとされ

ており、楽しんで参加されていたことが印象的であった。五感を通して脳も活性

化されたと思われる 

 

事業名 「ノルディックウォーキング」運動教室 

事業の目的 
閉じこもりがちな生活で運動不足が懸念される地域住民に向けて、外に出るきっ

かけや運動を始めるきっかけになって頂きたい。 

事業概要 

取り組みやすく、下半身のみでなく上半身も鍛えられ、認知症予防にもなるノル

ディックウォークを導入。ノルディックウォークの公認指導員にウォーキングの

指導を受けながらの実施。安全に配慮しながら、外出を楽しんで頂いた。また、

センター圏域の三地区合同で霞城公園内での開催にあたり、遠方の地区にはバス

の簡易時刻表を案内裏面に貼付し、バスの利用を促した。 

成果または感想 

気温 15 度ほどの散り際の桜の舞う中の絶好のウォーキ

ング日和だった。「丁度良い距離だ」「自然の中で身体を

動かしてリフレッシュできた」「ポールをもってだと腰

が伸びて姿勢が良くなる」「来年も実施してほしい」等

の声を頂き、高齢の予防教室として定着していければと

思っている。 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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１１ 蔵王地域包括支援センター 

 

 

 

  ネットワーク連絡会 

開催日 主な議題 

５月 24 日 
山形市高齢者保健福祉計画（第９期介護保険事業計画）に関する住

民懇談会及び地域包括支援センターネットワーク連絡会合同会議  

  地域ケア会議（個別事例に関するもの） 2 回 

  地区役員定例会への参加  18 回（民生委員児童委員協議会定例会等） 

地区社会福祉協議会理事会、地区民生児童委員定例会、三者懇談会、高齢者移動支援サービスモデル事

業（蔵王山田地区）、山形市立蔵王第一中学校運営協議会、山形明正高校及び東海大山形高校除雪ボラ

ンティア打ち合わせ 

  地区行事への参加  

地区福祉協力員研修会、地区まつり、蔵王福祉推進会議「ふれあい集会」、蔵王地区ボランティア

懇談会、蔵王地区町内会連合会総会、蔵王地区新春交歓会 

   センターだよりの発行 3 回 

 

  

  高齢者虐待対応（個別ケア会議開催） 1 回 

  センターだより「高齢者の権利擁護」掲載 

  計画的な高齢者実態把握訪問 

 

 

 

  地域ケア会議の開催（ケアマネジャー支援に関するもの） 4 回 

  圏域内介護支援専門員連絡会（研修会、事例検討会等） 2 回 

 

  出前講座（共催事業を含む介護予防に関する内容） 61 回 

共催事業：⓵地区社会福祉協議会「蔵王健康教室」、②蔵王コミュニティーセンター「蔵王地区シニア

健康づくり事業」③元木公民館・たきやま地域包括支援センター「元木健康教室」 

  介護予防講座の開催（５回シリーズ） 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 

栄養 運動 服薬 認知症予防 人生会議
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紹介したい取り組み  
 

 

事業名 令和６年度 蔵王地区介護予防講座 

事業の目的 専門職による介護予防周知活動（シニア世代の健康づくりをお手伝いします） 

事業概要 

 

成果または

感想 

 

   

事業名 フレイルアンケートの実施（第４１回蔵王地区まつりにて） 

事業の目的 フレイルに対する意識調査 

事業概要 

蔵王地区まつりは、町内会連合会が主催する毎年数千人が訪れる地域の大きな

行事です。蔵王地域包括支援センターは、地域貢献、地域包括支援センターの啓

蒙活動を目的として、また救護係の役割を担いながら毎年参加しています。今年

は、来場者にフレイルについてアンケートを実施し、10 代から 90代までの 64 名

(59 歳以下 13 名、60 歳以上 51 名)の協力を得ることができました。 

成果または

感想 

 

 

コロナ禍によって孤食に慣れた参加者

の皆さん。「しばらくぶりにおしゃべり

しながら楽しく食事が出来た」という感

想に食コミュニケーションの大切さを感

じました。これからも、楽しく前向きな

介護予防の周知活動を続けていきたいと

思います。 

健康長寿を延ばすための３本柱「栄養」「運動」「社会参加」専門職

が講話や実験、実習などの方法で必要な情報を伝えます。５回シリーズ

の第１回は「管理栄養士と作ってみよう！シニアの健康長寿レシピ」食

トレ・まるごと食について学び、参加者全員で調理実習をして食しまし

た。お品書きは「焼き鳥で簡単～香ばし本格親子丼～」「後引く旨さ～

ひじき煮チャンプル～」「煮豆フルーツティパンチ」     

最終回の第５回は認定看取り士による人生会議について。自分の将来

について、元気なうちから身近な人と話しをする大切さを学びました。 

アンケート集計の結果については、蔵王地域包括支援センターのこれ

からの取り組みに参考にしていきます。(集計結果を一部掲載します) 
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１２ 済生会愛らんど地域包括支援センター 
 
 
 

◇ ネットワーク連絡会 

開催日 主な議題 

（第五地区）7 月 31 日 

（第八地区）8 月 22 日 

（東沢地区）9 月 5 日 

・第 9 期介護保険事業計画の概要について ・地区別調査結果の説明 

・令和 5 年度 済生会愛らんど地域包括支援センター事業報告 

・令和 6 年度 済生会愛らんど地域包括支援センター事業計画 

・今後の地区における取組について意見交換 

⇒住民懇談会と併催で実施 

◇ 民生委員児童委員との懇談会  （東沢地区、第五地区・第八地区・東沢地区合同） 

◇ 民生委員等地域の方々を通して臨時に広報紙配付協力を依頼し情報収集や啓発活動 

◇ 公営住宅高齢居住者に関する懇談会 

  市営松原住宅・市営天満住宅・県営あたご団地 各１回 

◇ 地区役員定例会等への参加  27 回 

（民生委員児童委員協議会定例会、東沢地区社会福祉協議会定例会、福祉協力員世話人会） 

◇ 地域づくり活動 

第五地区：福祉協力員委嘱状交付式、福祉協力員研修会、わが毎丸ごと地域づくり相談会、

地域福祉推進会議、地区社協・愛らんど共催健康講座、サロン運営継続の支援、

認知症カフェ(おれんぢ 5)立ち上げの支援 

第八地区：福祉協力員委嘱状交付式、福祉協力員研修会、地域福祉推進会議、サロン運営継

続の支援 

東沢地区：福祉協力員委嘱状交付式、福祉協力員研修会、民生児童委員・福祉協力員との福

祉ネットワーク、地域福祉推進会議、サロン運営継続の支援、ミニ福祉講座、外

出支援部会 

◇ センターだよりの発行   5 回（定期発行のほか、臨時号 1 回健康講座案内） 

 
 
 

◇ 認知症サポーター養成講座 

◇ 福祉サービス利用援助事業利用及び成年後見制度申し立て支援 

◇ 後見支援チーム会議 

◇ 高齢者虐待対応（個別ケア会議の開催、関係機関会議） 

◇ 消費者被害への対応と啓発活動 

 
 
 

◇ 地域ケア会議（個別及び自立支援型）の開催   9 回 

◇ 介護支援専門員に対する支援困難事例への個別指導・相談対応  15 件 

◇ 圏域内居宅介護支援事業所等連絡会 

◇ 地域密着型事業所運営推進会議及び地域密着型通所介護事業所運営推進会議 34 回 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 
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紹介したい取り組み  

 

 

◇ 東部公民館事業共催 いきいき１００歳体操の運営・協力（第 1、3 木曜日） 

◇ 愛らんど健康講座 ①栄養・薬の講話、山形交響楽団ミニコンサート②チェアヨガ③ヒア 

リングフレイルチェック④減塩対策講座 

    ◇ 地域サロンにて介護予防に資する講話を実施  

 

 

 

事業名 三地区合同 民生委員児童委員協議会及び愛らんど懇談会 

事業の目的 

民生委員児童委員協議会と包括の連携推進を目的に、これまでも地区毎に懇談会を

実施してきた。その経過の中で、三地区は同じ中学校区で生活圏域が同じだが、民生

委員児童委員として所属するブロックが異なり交流の機会がないことを把握した。

そのため、民生委員児童委員協議会と包括の連携推進という目的だけではなく、地区

を越えた交流やつながりを目指すことを追加の目的とし、三地区合同民生委員児童

委員協議会との懇談会を企画した。昨年度に続き 2 回目の開催となる。 

事業概要 

【三地区合同会長懇談会（6 月 26 日）】 

 三地区の民生委員児童委員協議会会長と包括の懇談会を開催。 

 昨年度の振り返り、今年度の懇談会の持ち方を検討。 

 民生委員児童委員同士の交流は少なくいい機会という意見や、他地区でも 

つながりがあれば、人材の掘り起こしができるのではないかとの意見が出た。 

 

【三地区合同 民生委員児童委員協議会及び愛らんど懇談会（11 月 20 日）】 

 民生委員児童委員協議会、包括の他に、今年度は圏域内居宅介護支援事業所 

2 か所に声がけし、54 名の参加。 

初めに包括から「地域包括支援センターの業務について」、居宅介護支援事業所 

から「居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）の業務について」情報提供。 

その後はグループに分かれ、異なるテーマを設定した「テーマ別情報交換会」を 

おこなった。テーマは以下の３つ。 

①「民生委員児童と地域包括支援センターの連携事例発表」 

②「ケアマネジャーについて知る～居宅介護支援事業所との交流～」 

③「他地区民生委員児童委員との情報交換」 

成果または感想 

包括が対応する高齢者の課題は、地域で生じる様々な生活課題、地域課題まで多岐

にわたるが、包括のみで支援できるものではない。民生委員児童委員は住民に近い

存在という強みがあるため、よりよい連携や協働が包括にとっても必要である。そ

の方法として、民生委員児童委員協議会との懇談会は有効な手段となっている。 

地区毎の懇談会では、開催方法や内容を地区の特色に合わせて企画することで、よ

り密な交流ができていると感じる。 

また、三地区合同の懇談会では、今回はまだ地区を越えたつながりをつくることま

では到達していないと思われるが、異なる地区、異なる視点で民生委員児童委員同

士が相互に意見交換できる機会となっている。 

来年度は民生委員児童委員の改選期でもある。目的に沿った開催方法を検討し、今

後も連携を意識した取り組みをおこなっていきたい。 

 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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１３ 南沼原地域包括支援センター 

 

◇ ネットワーク連絡会 

開催日 主な議題 

８月９日 

「支援が必要になったとき、自分らしく暮らしていくためには」 

①山形市高齢者保健福祉計画（第 9 期介護保険事業計画） 

②南沼原地区の現状について     ③懇談 

１１月２７日 
「介護保険サービス事業所の事業内容を知ろう」（通所サービスについて） 

「おらっちょプロジェクトシート（引継ぎ用）を作ろう」 

◇ 地域ケア会議（個別事例に関するもの） 13 回 

◇ いきいきサロンへの参加（バスの乗り方講習会含） 13 回 

◇ 地区役員定例会への参加 24 回    

◇ 地区行事への参加  

地区社会福祉協議会総会・役員会、民生委員協議会・三役会、地域福祉推進会議、町内会連

合会、福祉協力員研修会、各いきいき百歳体操、各町内会三者会議 等 

 ◇ センターだよりの発行  4 回  

◇ Fａｃｅｂｏｏｋにて高齢者に役立つ情報の発信 69 回 

 

 

◇ 認知症カフェ主催 22 回（脳いきいきカフェ 10 回・脳いきいきオンラインカフェ 12 回）  

◇ 脳いきいきふれあいカフェ（相談会）参加 10 回 

 

 
  ◇ 圏域内介護支援専門員管理者連絡会 6 回 研修会、事例検討会等 3 回 

◇ 圏域内小規模多機能管理者連絡会 ４回  研修会、事例検討会等 1 回 

◇ 圏域内運営推進会議への参加（書面含む） 36 回 

◇ 圏域内事業所連絡会おらっちょ会議 ４回（全体会議 2 回・プロジェクトチーム会議 2 回） 

◇ 圏域内事業所連絡会総会・情報交換会 ３回 交流会 1 回 研修会（ZOOM）２回 

◇ らくせいホール協議会定例会 ７回    

◇ どんぐりの木定例会 ２回 

◇ かえるの会定例会 １回 

◇ 圏域内クリニック・薬局訪問 25 ヶ所 

 

 

◇ 生涯現役バリバリ講座 ２回      

◇ ＢＣＰ更新 

   

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 

総 合 相 談 業 務  1 
担当地区 

南沼原 
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事業名 南沼原地区介護保険サービス事業所連絡会 交流会 

事業の目的 
圏域内の事業所同士のネットワークづくりと介護職の離職減少や技術向上を目指

す。地域の社会資源としての役割を果たし地域住民の福祉向上を目指す。 

事業概要 

南沼原地区介護保険サービス事業所連絡会では、

総会、情報交換会、交流会、オンラインでの研修

会、地域活動への参加、ネットワーク連絡会など

地域の会議への参加を行っている。 

ここ数年は感染予防のため交流会をオンライン

開催をしていたが、今年度は集合形式で開催し

た。集合での開催という事を活かし、より事業所

間の交流を図れるようにテーマ設定は難しいものではなく、ストレス解消法の紹

介や仕事で大切にしている事、明日また頑張るためのセルフケアなど数種類準備

しグループ内で選んでいくつかのテーマで話ができるように工夫した。 

成果または感想 

対面ならではの楽しい雰囲気で交流ができていた。参加者からは「難しいテーマ

ではない情報交換ができたことで、仕事を頑張る意欲が持てた」「他の事業所の方

と知り合えたので今後もちょっとした相談ができそう」という前向きな声が聞か

れた。 

介護職員不足が心配される中、モチベーションアップできるような交流会は介護

職の離職防止のため今後も必要だと感じた。 

 

事業名 南沼原地区居宅介護支援事業所研修会 「ＢＣＰ机上訓練」 

事業の目的 地区内の居宅介護支援事業所のスキルアップと相談しやすい関係づくり 

事業概要 

地区内の居宅介護支援事業所の介護支援

専門員を対象に事例検討会と研修会を行

っている。 

今年度の研修会は、ＢＣＰの机上訓練を 

実施。厚生労働省の介護ＢＣＰ策定支援 

セミナーのＹｏｕＴｕｂｅにある動画を

視聴し、机上訓練として、実際事業所で 

作っているＢＣＰをみながらシミュレー

ションし確認を行った。 

成果または感想 

2021 年の介護報酬改定において介護施設におけるＢＣＰの策定が義務付けられ

たことで、これまでＢＣＰ策定に関する研修会や各事業所で作成したＢＣＰを共

有する研修会を設けてきた。今年度は机上訓練を実施。策定はしたものの事業所

だけではなかなか机上訓練に取り組めない、実際に活用できるのだろうかとの声

が聞かれていた。今回机上訓練が実施できたことで、策定しただけでは見えなか

った課題や修正点が確認できたと好評だった。また自分たちの事業所だけではな

かなか実行できない内容だが、地区の居宅支援事業所が連携し企画したことで実

行できた。居宅介護支援事業所の日頃の連携が有効であり、チーム南沼原や研修

会を通じて今後も課題の把握と必要な研修会の開催支援をしていきたい。 

 

紹介したい取り組み  
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１４ 金井地域包括支援センター 
 
 
 

◇ ネットワーク連絡会 

開催日 主な議題 

6 月 2６日 

報告 

・委員の交代について 

・昨年度の概況報告 

・金井地域包括支援センター今年度事業計画について 

情報交換 

・高齢者見守りネットワークの概要 

・身近な地域での見守りについて意見交換 

2 月 

(書面開催) 

報告 

 ・令和６年度活動内容について 

 

◇ ネットワーク交流会 

開催日 主な議題 

1１月 19 日 

金井地区地域福祉推進会議との合同開催 

話題提供 

「地域防災活動について～災害時の助け合い～ 

演習 

水害を想定した地域の高齢者や要避難支援者を救出する演習（ＤＩＧ） 

◇ 山形市高齢者福祉計画(第 9 期会議保険事業計画に関する住民懇談会 

8 月 29 日 内容： ①9 期計画の概要・地区別調査結果説明（市）                  

②金井地域包括支援センターによる今後の取り組みについて         

懇談「自分が元気で居続けるために今頑張っていること」 

◇ 地域ケア会議（個別ケース） 6 回   ◇ いきいきサロン等への参加  

◇ 地区行事・会議への参加   

毎月…金井地区社会福祉協議会三役会、金井地区社会福祉協議会理事会、金井地区民生委員児童委員協

議会定例会 

金井地区社会福祉協議会新春交歓会、金井地区社会福祉協議会福祉部長合同研修会、金井地域交通網検

討委員会金井地区福祉協力員総会・研修会、金井地区社会福祉協議会評議員会、江俣町内会三者懇談会

（年 3 回）、陣場町内会三者懇談会（年 3 回）、吉野宿町内会三者懇談会 
 

◇ センターだよりの発行  3 回  

（65 歳以上高齢者宅全戸・医療機関・歯科医院・薬局・交番・金融機関・介護保険事業所・ガソリンス

タンド・コンビニエンスストア・地域内の商店・金井コミュニティセンターに配布）         

    

 

◇ 認知症カフェ  １２回 《認知症に関連したミニ講話・トークセッション＋フリートーク》 

・ミニ講話の内容 

認知症サポートブックについて・成年後見制度について・理学療法士の話・薬について薬剤師より 

総 合 相 談 業 務  1 

権 利 擁 護 業 務  ２ 

担当地区 

金井 
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紹介したい取り組み  

指ヨガ・脳トレ・情動療法・介護者経験談・音楽でリラックス等 

◇ 認知症理解の為の講座 

江俣町内会組長会にて 

   

 

◇ 金井地区居宅介護支援事業所連絡会      

研修会 3 回（医療ケア児・訪問歯科診療・ヤングケアラー）、事例検討会 4 回、情報交換会 4 回 

 

 

◇ 介護予防講座 １１件 

体力測定会、消費者被害予防・認知症理解・転倒予防・ACP（２）・耳からの健康講座・ 

骨粗鬆症（２）・聞こえのチェック・薬の効果的な服薬方法等 

◇ 吉野宿あおぞら体操（１０月～１２月 週 1 回） 

 
 

事業名 金井地域包括支援センターネットワーク交流会 

事業の目的 
圏域内の福祉関係団体と地域役員との連携を促進し、高齢者を重層的に支援する

地域環境づくりを行うため。 

事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果または感想 

令和 6 年 11 月 19 日 金井コミュニティーセンターにて 

参加者：町内会役員、民生・児童委員、福祉協力員、圏域内介護福祉事業所   

（計 73 名） 

  令和５年度に開催した金井地域包括センターネットワーク交流会では圏域内

介護福祉事業所の方々や地域の役員の方々約 30 名から参加して頂き、コロナ禍

を経た現在の「地域連携の現状と課題」について意見交換を行った。その際に「防

災対応について地域と事業所の連携がもっと深くなったら良い。」「町内会の方に

も参加してもらい事業所との関りを深めたい。」との意見があった。 

その意見を踏まえ、今年度は金井地区地域福祉推進会議とネットワーク交流会

を合同で開催した。山形県自主防災アドバイザーの千川原公彦様を講師に迎え、

地域防災活動について研修を行った。金井地区で注意したい災害として水害と地

震の危険度について学び、その後介護福祉事業所と合同で町内会毎にグループを

作り、水害を想定し地域の高齢者や要避難支援者を救出する演習（ＤＩＧ）を行

った。 

参加者の介護福祉事業所からは「地域の方と実践的な対応を考える機会となり

勉強になった。顔が見える関係性が大切だと改めて感じた。」との感想を頂いた。

また、地域の方からは「町内会の立地場所によって災害への備えに対する取り組

みに差があると思った。今後福祉マップを使って災害のシミュレーションをして

みたい。」との声が聞かれた。令和 7 年度も合同で開催し、ステップアップした

内容にしたいと考えている。「山形市地域防災計画」及び「山形市避難行動要支

援者の避難行動支援制度全体計画」に基づき、地域団体との連携を図りながら平

時からの備えに取り組みたい。 

包 括 的 ・継 続 的 ケアマネジメント業 務  ３ 

介 護 予 防 ケアマネジメント業 務  ４ 
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１５ 山形市基幹型地域包括支援センター 

 

◇ 包括主催会議への参加  ５９回 （打ち合わせ等 １６回） 

ネットワーク連絡会、他各種連絡会、交流会、研修会、その他等  

◇ 包括機能別部会の開催  ５９回 （打ち合わせ等 １１１回） 

総合相談部会、包括的・継続的ケアマネジメント部会 

権利擁護部会、介護予防ケアマネジメント部会 

◇ ブロック情報交換会  ２７回 （打ち合わせ等 ６回） 

南西ブロック情報交換会、中央ブロック情報交換会、北東ブロック情報交換会 

◇ 市主催会議（包括関連への参加）  １４回 （打ち合わせ等 ４回） 

センター運営者会議、センター長会議、センター情報交換会 等  

◇ ヒアリング・定期訪問  ７６回  

ミーティング、センター内会議、業務会議 等  

◇ 個別事例対応（同行訪問）  ４回 （打ち合わせ等 ６回） 

 

 

◇ 地域ケア調整会議への参加        ３回 （打ち合わせ等 ４回） 

◇ 課題整理・解決策等支援        ３０回 （打ち合わせ １４回） 

◇ ワーキングチーム              １１回  （打ち合わせ   ４回） 

◇ 自立支援型地域ケア会議の支援 ２６回 （打ち合わせ １７回） 

◇ 個別ケア会議への参加        ６回 （打ち合わせ １１回） 

◇ 基幹型主催・共催研修会の開催  ４４回 （打ち合わせ ３４回） 

 

 

◇ 在宅医療介護連携推進事業    ３７回 （打ち合わせ  ５７回） 

◇ 生活支援体制整備事業       １６回 （打ち合わせ   １７回） 

◇ 認知症総合事業支援        ３２回 （打ち合わせ   １３回） 

◇ その他機関              ５１回 （打ち合わせ   ３９回） 

 

◇ 日常生活総合事業（通所、訪問） ２０回 （打ち合わせ  １６回） 

◇ その他事業所                １４３回 （打ち合わせ ２３６回） 

 

◇ 地域住民等への広報啓発活動   ８９回 （打ち合わせ  ４１回） 

◇ 職員の資質向上のための会議・研修会参加  ５８回（打ち合わせ０回） 

地域包括支援センター後方支援活動 1 

地 域 課 題 把 握 ・解 決 業 務  ２ 

地 域 包 括 ケアシステム構 築 に関 わる機 関 の主 催 する会 議 への参 加  ３ 

事 業 所 支 援 業 務  4 

 その他  5 
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紹介したい取り組み  
 

事業名 スマートフォン講座を通した高齢者と大学生の交流 

事業の目的 

令和 4 年度より赤い羽根共同募金の配分を受けて実施した「シニア向けスマホ

講座事業」。令和 6 年度は今後の地域展開を見据えた担い手養成、大学生の地域

貢献のきっかけとその場づくりを目的に含め大学と協働した事業を展開してい

きました。 

事業概要 

【山形県立保健医療大学協働企画】 

大学生が考える「スマホを使ってシニア生活をもっと豊かにする講座」 

 5 月 28 日 第 1 回 （参加人数 50 名） 

  生活を豊かにする「スマホ活用講座」（スマホアドバイザーによる講義） 

 6 月 4 日 第 2 回（参加人数 50 名） 

  生活・心身機能への影響を知る「体力測定・ヒアリング調査」 

 6 月 28 日 第 3 回 （参加人数 43 名） 

  大学生が考える「スマホ活用講座 1」 

 7 月 5 日 第 4 回（参加人数 43 名） 

  大学生が考える「スマホ活用講座 2」の受講および報告会 

【東北芸術工科大学協働企画】 

7 月 9 日「大学生と進める課題解決プロジェクト」（参加人数：60 名） 

  東北芸術工科大学企画構想学科 2 学年の前期演習成果発表および企画選定 

【東北芸術工科大学・山形県立保健医療大学・東北文教大学協働企画】 

「ごはんけぇ」～スマホとごはんで繋がるお隣さん～ 

  9 月 11 日 参加人数：23 名 

   ごはんけぇプロジェクト ブラッシュアップ・アイデアソン 

  10 月 26 日第一回スマホ勉強会（参加人数 31 名） 

  11 月 2 日第二回スマホなんでも相談会（参加人数 29 名） 

  11 月 23 日交流会（参加人数 31 名）  

                               

成果または感想 

 高齢者は「自信をもってスマホが使えそう、世界が広がった」という結果を得

ました。また今回参加した学生の 6 割、高齢者の 5 割はこれまで多世代交流の

場の経験がない状態でしたが、スマートフォンを介して交流を図る中で、学生も

高齢者もそれぞれがお互いのイメージがより良いものとなったという意見がで

ています。 

 そして多世代交流について、双方に「多世代の交流はお互いにとって必要、助

け合い、支え合える環境を作れると思う」という「交流・社会参加」への前向き

な気持ちが広がりました。 

 次年度以降も各大学では授業や活動の中でこういった地域と関わり合いなが

ら学びを深める場を進めることになっています。滝山 

地区社協様では、大学と連携した企画を検討いただいているところです。 

 たくさんの方とつながり、思いを共有することで、一人では考えられない方法

や拡がりをもって課題の解決が進むのだということを実感した事業でした。 
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